
冬芽と樹皮を見比べてみよう	

　枝の先端には細胞分裂のさかんな成長点があり、そこから枝が伸びて

行きます。また、樹皮の内側には、細胞分裂がさかんな形成層があり、

幹を太くします。�

　大切な成長点や形成層を、寒さや物理的な衝撃から守っているのが、

芽と樹皮です。芽や樹皮には、きびしい環境に耐えるためのさまざまな

構造が見られます。�

　いろいろな樹の冬芽と樹皮を見比べてみましょう。�

コブシ	

クスノキ	

アカメガシワ	

サクラ‘オカメ’	

ポプラ	

カツラ	

観察した鳥類チェックリスト

＊連絡先　我孫子市鳥の博物館　電話04-7185-2212 車や自転車に注意しましょう。水田や私有地では、マナーを守って観察しましょう。

2018年3月10日（土）
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鳥の博物館手賀沼定例観察会

　
冬芽と樹皮
 【3月のテーマ】　

　　案内人：古川克彌、伊東茂子（鳥の博物館市民スタッフ）

 

てがたんは毎月第２土曜日午前１０時から



冬芽	 樹皮	

※桜の花芽を食べる鳥として知られています。てがたん

では、まだ確認されていませんが、手賀沼周辺の桜が植

えられた公園などで、冬に見られます。	

今月の鳥 は、
ウソです。	

枝先の成長点のことを芽と言い、一時、成長を止

めた枝先が、特有の形になったものを休眠芽と

言います。冬を越すための休眠芽が冬芽です。	

樹木の幹や枝の表面を覆う組織が樹皮です。外

界から植物体を守り、また古くなりはがれ落ちる

ことで、つる植物などの付着を防ぎます。	

◆樹の種類によって樹皮の模様はさまざま	◆成長する枝	  

◆冬芽の形態	

葉芽（頂芽）	

花芽	

花芽	

花芽	

花芽	

葉芽	

花芽	

花芽	

葉芽	

花芽	

芽鱗痕（がりんこん）	
芽鱗痕	

芽鱗痕	

芽鱗痕	

1年枝	

2年枝	

3年枝	

4年枝	

側枝	

鱗芽（りんが）	 裸芽（らが）	 隠芽（いんが）	

・芽鱗（がりん）が覆う	・芽鱗を持たない	 ・外から芽が見えない	

タブノキ	 アジサイ	 ハリエンジュ	

サクラ‘染井吉野’の枝	

ムクノキ	 サクラ‘ｿﾒｲﾖｼﾉ’	

たてすじ模様	 よこすじ模様	

まだら模様	

サルスベリ	
クヌギ	

形成層・・・この境目が成長	

樹皮	  

花見の敵？	

※芽を覆う鱗のような

構造が芽鱗（がり

ん）。冬芽が成長し、

芽鱗が脱落した跡が

芽鱗痕です。芽鱗痕

を数えると、その枝

の年齢が分かります。	 

昨シーズン	  
成長した枝	

一昨シーズンに	  
成長した枝	

芽鱗痕の節を境に
一シーズンずつ	  
さかのぼる	


